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   うまくしゃべることが出来ない少年「きよし」は、お父さんの仕事の都

合で転校が多かった。言いたいことがいつも言えず悔しい思いをしていた。 

ある年の聖夜、ふしぎな「きよしこ」に出会ったところから話は始まる。 

 作者がある少年に送った言葉が、すべての人に対する応援の言葉にも聞こ

えてきます。「ぼくはぼくで、君は君だ。君を励ましたり支えたりするもの

は、君自身の中にしかない。」 

ヤングアダルトのみなさんや大人の方にぜひ読んでほしい１冊です。 

 


